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54

4
ここが大切！ 事態の進展に応じて落ち着いて対応しましょう

原子力発電所の
状況

国、県、市からの
情報提供
行動の指示

事態の進展 一部区域で空間放射線量が
一定の値を超える

原子力災害で何よりも重要なことは、放射線や放射性物質から身を守ることです。
原子力発電所で重大な事故等が発生した場合、各自の判断で行動せず、国、県、
市の指示に従い、落ち着いて行動することが大切です。

原子力災害から身を守るために覚えておきたい行動のポイントは4つです。
1. 正確な情報の入手
2. 屋内退避
3. 屋内退避の継続
4. 状況によって特定の区域が避難（一時移転）

重大な 
事故などの
発生

!
放射性物質の
放出

住民への情報
提供を開始

の故事の所電発力子原 ● 
状況などについてお知らせ
します。

放射性物質の
放出前に屋内退避
を指示

●  事態の進展状況に応じ、原発
から 5km 圏～ 30km 圏内で
は屋内退避を指示します。

屋内退避の継続を
指示
放射線の測定体制
を強化
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緊急防護措置を 8 ページ  9 ページ 
準備する区域

伊万里市の全域

UPZ
(5～30km圏内)

正確な情報の入手 屋内退避

状況によって避難が
必要な区域を特定して
避難（一時移転）を指示

が難避てえま踏を果結定測の率量線射放間空   ●
必要な区域を特定して避難を指示します。

食物の飲や用服の剤素ウヨ定安てじ応に要必 ● 
摂取制限も指示します。

12ページ 

安定ヨウ素剤の服用（指示があった場合のみ）

状況によって
特定の区域が避難（一時移転）

9 ページ

飲食物の摂取制限

屋内退避継続

 


